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モンゴル国ゴビ地域における牧畜民による砂漠化防止活動

【活動場所】 モンゴル ゴビ地域ドンドゴビ県サインツァガーン郡マンダルゴビ周辺

【事業目的】 モンゴルでは広大な土地を活かし、特定の放牧地に過剰な負荷をかけない遊牧が営まれてきた。しかし1990年からの

市場経済への移行後家畜の頭数が増加し、都市部周辺に牧畜民と家畜が集中して砂漠化を引き起こしている。降水量が少なく気

候の変動が激しいゴビ地域ではグループによる放牧地管理がうまく進まない事例が多く、一人ひとりの小さな活動のつみ重ねが重要で

ある。本事業は、その小さな実践活動によって砂漠化を食い止め、取り組んだ技術の普及に向けた基盤の整備を目指す。

【活動内容】

降水量が少なくても育つ貴重な植物資源「デルス」の過剰な利用を防止すること、普及の

ための技術が牧畜民の間で共有されることの２つを目標に掲げて下記活動を実施。

①植生保護・管理区設置世帯選定：貧困でデルスの使用に課題がある25世帯

②植生保護・管理区の設置：デルスを保護・管理する35haへ柵の設置

③植生保護・管理区に関する研修実施：2回実施34名参加

【活動成果】

設置された植生保護・管理区は牧畜民も労力を提供しており、家畜の出入口設置は自

らが行い、一時的に壊れた柵は修理・補強を行うなど自発的な管理が実施され、柵内の

デルスはそれ以外の地域よりも残っており、過剰な利用が防止される成果を挙げることがで

きた。普及のための技術の共有に関しては、研修において先駆的な牧畜民による説明を

含め、これまでの課題を踏まえた保護・管理区設置に必要な要素が説明された。

小さな活動であったが、これらのノウハウは今後水平的に共有できる仕組みになり得るもの

と考える。ただし、設置費用や資機材の入手など、今後とも郡が主体となって解決すべき

問題は残されている。

植生保護・管理の研修会の様子

保護区の柵の設置の様子


